
 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度尼崎市防災総合訓練を実施します 

 

 

１ 目的 

大津波を伴う南海トラフ地震の発生が懸念されるなか、本市の災害対応力向上を目的に、災害

発生直後の初動対応を想定した応急対策活動の手順確認を行うとともに、尼崎市災害マネジメン

トシステムを活用した庁内連携の強化を図り、その運用の検証に資する訓練とします。 

 

２ 実施日時 

令和３年１１月５日（金）「津波防災の日・世界津波の日」 

第１部：午前１０時から正午まで  第２部：午後１時から午後２時まで 

※ 雨天の場合、訓練内容の一部を変更し、実施します。 

 

３ 実施場所 

尼崎市役所本庁舎、他市内各地（いずれの会場も無観客） 

 

４ 災害想定 

  南海トラフ地震・津波災害 

令和 3年 10 月 22 日 

所 属 災害対策課 

所属長 森本 仁信 

電 話 06－6489－6165 



 

５ 訓練の特徴 

⑴ 会場を分散し、無観客で行います 

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策として、会場を分散し、無観客で実施します。 

⑵ 令和３年度兵庫県津波一斉避難訓練と同時開催します 

兵庫県津波一斉避難訓練との同時開催とし、訓練当日の午前１０時２分頃、兵庫県が配信する

緊急速報メール（エリアメール）等に合わせて、市内全域でのシェイクアウト（身を守る行動）

を呼びかけるなど、その時、その場所で実施可能な訓練の実施を推進します。 

⑶ 市役所本庁舎でのシェイクアウトや避難誘導を行います 

市役所本庁舎では、地震の発生を館内放送により一斉周知し、在館者にシェイクアウトの実施

を促すほか、屋外への避難誘導・安否確認を行います。 

⑷ 市災害対策本部の初動体制確立に重点を置いた訓練を行います 

ア 避難情報等の情報伝達訓練 

イ 尼崎市災害マネジメントシステムを活用した情報収集訓練 

ウ 災害対策本部の運営訓練 など 

⑸ 多様な場面を想定した訓練を行います 

ア 津波災害に対する消防活動訓練 

イ 上下水道部における BCP 訓練 

ウ 津波避難要注意地域における津波等一時避難場所への避難誘導訓練 

エ ドローンを活用した応急対策（避難誘導、物資輸送、被害状況調査）の検証 など 

 

６ 訓練参加者 

  尼崎市災害対策本部を組織する本部長、副本部長、本部員及び各部・各班の構成員 

 

７ 訓練協力団体 

一般社団法人ドローン減災士協会、株式会社Ｔ＆Ｔ、尼崎鉄工団地協同組合 

以 上   



令和３年度 尼崎市防災総合訓練
11月5日（金曜日）「津波防災の日・世界津波の日」に実施！

⑤津波災害に対する消防活動訓練
消防局の「津波災害に対する消防活動マニュアル」に基づく活動訓練。
避難広報活動、消防本部機能の分散、消防団や関係機関との連絡調整を行う。

⑦津波等一時避難場所への避難誘導訓練
東高洲橋の通行障害を想定し、大高洲町・東海岸町一帯に滞留する避難者を津波等一時避難
場所（クリーンセンター第一工場）へ誘導するとともに、施設内で垂直避難を行う。
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〇会場分散・無観客による訓練の実施 〇災害マネジメントシステムを活用した訓練
〇兵庫県津波一斉避難訓練との同時開催 〇市民向け防災コンテンツの提供と自主訓練の推進
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第1部：10:00～12:00 第2部：13:00～14:00

④-2情報収集訓練
・災害対策本部各部は、防災ネットにより
送られる本部長指示に従い、地域防災計画
第4章-1第1節に定める情報収集活動を展開
する。
・各部が収集した被害等の情報は、災害マ
ネジメントシステムにより全庁共有する。
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R3.10.21時点
危機管理安全局

11:57津波到達予想時刻11:27退避開始時刻10:00南海トラフ地震発生（震度6弱）

（活動可能時間） （退避行動時間）

①シェイクアウト訓練
市内全域でシェイクアウトを実施（事前周知・自主参加）

ドローン実証実験（避難誘導・物資輸送・被害状況調査・情報収集）
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②本庁舎初動対応訓練
シェイクアウト実施後、市役所本庁舎の在
館者を屋外へ避難誘導し、安否確認を行う。

③総括部重要物品搬出訓練
シェイクアウト実施後、災害対策の継続に
必要な重要物品を屋外へ搬出する。
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コロナ禍で行う訓練
４つの特色

⑧地区方面班と消防団との防災研修
各地区地域課職員と消防団との意見交換

④-1情報伝達訓練
市災害対策本部を設置、市民への避難情報の伝達、
職員への防災指令・本部長指示等の伝達を行う。

⑥災害に対する上下水道ＢＣＰ訓練
上下水道事業の業務継続計画に基づく訓練
上下水道対策本部の設置による体制確保、緊急点検・調査などの初動措置を講じる。

※ ②及び③については本庁舎、橘公園
にて参加・見学可能。

※ ④の災害マネジメントシステムの状
況は、議会棟議員総会室で見学可能。


